
地 震 防 災 対 策 セ ミ ナ ー 

－ 南 海 地 震 発 生 時 の 死 者 ゼ ロ を 目 指 し て － 

講 演 資 料 
 

 
◆開催日  平成１８年１１月１２日（日） 
  
 
◆会 場  徳島東急イン 
 
 
◆主 催  文部科学省、国土地理院、徳島県 
 
 
◆後 援  とくしま地震防災県民会議 

 
 
 
  13:00 開 場 
 
   
 
13:30～13:40 開会の挨拶 

 
  
 
13:40～14:10 説 明「全国を概観した地震動予測地図について」 ………………………… 3 
 

             文部科学省研究開発局地震・防災研究課 
 
 
14:10～14:30 説 明「地震発生について最近わかってきたこと」………………………… 13 
 

             講師：熊木 洋太 国土交通省国土地理院地理地殻活動研究センター長 
 
 
14:30～15:20 講 演「海溝型地震と巨大津波の発生」……………………………………… 17 
 

             講師：佐竹 健治 独立行政法人産業技術総合研究所 
  活断層研究センター副センター長 

 
 
15:20～15:40 休 憩 

 
   

 
15:40～16:30 講 演「南海地震の津波とその被害予測－私たちは何をなすべきか－」… 29 
 
 

講師：村上 仁士 徳島大学大学院教授 
 
 

  16:30 閉 会 
 
 
※手話通訳がつきます。 
※各講演終了前に質疑応答を予定。 



講 師 紹 介
 
 
 
佐 竹  健 治（さたけ けんじ） 
 
独立行政法人産業技術総合研究所 活断層研究センター 副センター長 
生年月 1958 年 7 月 
研究分野 震源過程 古地震 津波 サイスモテクトニクス 
研究課題 活断層 
出身大学院 東京大学大学院（中退） 
・研究科等  
出身学校 北海道大学 
・専攻等  
学位 理学博士 
研究分野 地球内部物理学、地震学 
研究職歴 1985 年 東京工業大学理学部教務職員 
 1988 年 アメリカ･カリフォルニア工科大学研究員 
 1990 年 アメリカ･ミシガン大学助教授 
 1995 年 工業技術院地質調査所主任研究官 
所属学会 日本地震学会 
 
ホームページＵＲＬ 
http://www.aist.go.jp/RESEARCHERDB/cgi-bin/worker_detail.cgi?call=namae&rw_id=K60
259367 
著書、発表論文等 
奈良県金剛断層系の構造と最新活動時期 地震, 52, 65-72, 1999 他 51 件 
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村 上  仁 士 （むらかみ ひとし） 
 
徳島大学工学研究科 教授 
生年 1942 年 
学歴 1966. 3. 徳島大学工学部土木工学科卒業 

1968. 3. 徳島大学大学院工学研究科土木工学専攻修了 
 
学位 工学博士 (京都大学)  (1976 年３月) 
職歴 1968. 4. 京都大学防災研究所 助手 

1969. 4. 京都大学工学部土木工学科 助手 
1973. 4. 徳島大学工業短期大学部 講師 土木工学科 
1976. 4. 徳島大学工業短期大学部 助教授 土木工学科 
1982. 11. 徳島大学工業短期大学部 教授 土木工学科 
1985. 10. カリフォルニア工科大学 客員研究員（文部省在外研究員）昭和 61 年５月 
   まで 
1993. 10. 徳島大学工学部 教授 建設工学科 
1994. 1. 徳島大学工業短期大学部長 併任（平成８年３月まで） 
1997. 4. 徳島大学大学院工学研究科 教授 エコシステム工学専攻 
2004. 4. 徳島大学環境防災研究センター長 

 
専門分野 
○ 環境工学，海岸工学 
 
研究概要 
○ 津波来襲時における人的・物的被害予測，四国における地震・津波の被災特性，巨大津

波による生態系の破壊に関する予測・評価，閉鎖性水域の環境修復・保全技術の開発 (自
然災害，地震・津波，津波減災対策，環境影響評価，ミティゲーション) 

 
著書 
○ いざというときの!防災ハンドブック，2005 年度版，㈱エフエム徳島，徳島，2005 年３

月． 
○ 保存版 地震防災ハンドブック，㈱エフエム徳島，徳島，2003 年 10 月． 
○ ドキュメント災害史 1703-2003，--- 地震・噴火・津波，そして復興 ---，国立歴史民族

博物館，佐倉， 2003 年６月． 
○ 環境工学，--- これからの都市環境とその創造のために ---，理工図書，東京都，1998

年４月． 
○ 歴史部会，--- 予想される四国の地震と防災対策，第６章 ---，社団法人 土木學會，香

川県，1998 年４月． 
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地震発生について最近わかってきたこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国土交通省国土地理院 

地理地殻活動研究センター長 

 

熊 木  洋 太 
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地震発生について最近わかってきたこと 
 

国土地理院 熊木洋太 
 
 
 11月8日－11日に，徳島市において，UJNR（天然資源の開発利用に関する日米会議）地

震調査専門部会第６回合同部会
＊
が開催されました。 

 
＊） 「天然資源の開発利用に関する日米会議」は1964年の日米共同コミュニケに基づい

て設けられたもので，現在18の専門部会からなります。「地震調査専門部会」は昭和55年
に「地震予知技術専門部会」として発足し，平成8年に「地震調査専門部会」に名称変更し

たもの。日本側は国土交通省国土地理院，米国側は内務省のＵＳＧＳ（合衆国地質調査所）

を事務局として，日米の「合同部会」を隔年で開催しています。今回の会議は通算して14
回目にあたります。 
 
 今回の合同部会は，参加者数が米国25名，日本約50名とこれまでの最多であり，この会

議に関する日米双方の専門家の関心の高さが伺われます。地震発生メカニズムや地震防災

対策，将来の調査研究計画などに関する68の発表を通じて，活発な意見交換や研究に関す

る協議が行われました。 
 徳島県は，今後30年間に発生する確率が50％程度である南海地震の影響を受ける地域で

す。また，県を東西に横切る中央構造線活断層帯は，地震の発生確率がわが国の活断層の

中で「やや高い」グループに属します。今回の合同部会では，このような徳島県にとって

関係の深い発表もありました。 
 日米双方から話題が出たこととしては， 
・ プレートの沈み込み境界でくり返し発生する地震（南海地震もその一つ）は，時とし

て非常に大きな地殻変動を伴ったり，超巨大津波を発生させたりする地震となる。 
・ プレート境界の一部は，ときどきゆっくりすべって地殻の歪みの蓄積を部分的に解消

させている。 
・ 地震発生に至るまでの地殻変動や地震時の地殻変動を把握するために，人工衛星によ

るレーダー画像の分析が有効である（この点で，本年１月に打ち上げられた日本の衛星「だ

いち」のデータが期待されている）。 
・ 活断層の挙動を解明するために，深いボーリングなどにより地下の活断層の実態の解

明が進められている。 
といったことが挙げられます。 
 また，主に日本側の発表ですが， 
・ （南海地震と同様フィリピン海プレートの沈み込みに伴う地震である）東海地震の想

定震源域付近では，プレート境界の浅い方から深い方に向かって，普段強く固着して歪み

を蓄積し続けている想定震源域，数年程度かけてゆっくりとプレート境界がすべる現象（長

期的スロースリップ）がときどき発生する部分，数日～20日程度の期間に多数の微少な低

周波地震を引き起こしながらプレート境界がゆっくりとすべる現象（短期的スロースリッ
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プ）が数か月程度の間隔でくり返される部分，に分かれていることが見いだされている（図

１）。四国でも長期的スロースリップや低周波地震が観測されている（図２）。 
・ 南海トラフ付近の海底地殻構造を考慮した数値シミュレーションから，「東海地震」

「東南海地震」「南海地震」が同時に発生する可能性も考えられる。 
・ 南海地震発生域における海底地震観測，津波観測，海底地殻構造探査などが進められ

ている。 
という発表もありました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１ 東海地域のプレート境界の特性 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図２ 低周波地震の発生場所 鎌谷・勝間田（気象庁）による 
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海 溝 型 地 震 と 巨 大 津 波 の 発 生 

 

佐竹 健治（産業技術総合研究所活断層研究センター） 

 

1． はじめに 

 2004 年 12 月に発生したスマトラ島沖地震は，インド洋沿岸の国々に犠牲者 20 万人以上という史上最悪

の津波被害をもたらしました．この原因として，地震の規模が M9 クラスと巨大であったこと，インド洋ではこ

のような巨大地震が歴史上知られておらず，警報システムなどの津波対策も取られていなかったことなどが

挙げられます．巨大地震や津波はどのようなしくみで発生し，世界中でどの程度起きているのでしょうか？ 

また，日本付近でも発生する可能性はあるのでしょうか? 本講演では，これらについてお話します． 

 

2． 巨大地震と津波の発生するしくみ 

 スマトラ島沖地震（M 9.1）は，沈み込み帯で発生したプレート間地震でした．インドネシアのスマトラ島西

側の海底では，インド洋プレートが沈み込んでいます．これによってひずみが蓄積し，それが限界に達し

たときに断層運動が起きるのが，プレート間地震です．断層運動による地殻変動で海底が数メートル隆起

あるいは沈降し，その上の海水も動くことによって津波が発生します． 

 津波は海が深いほど速く伝わります．水深 4000 m の深海では時速 700 km とジェット機なみのスピードで，

水深 40 m の沿岸でも時速70 km と自動車なみのスピードです．また津波は深海ではそれほど目立ちませ

んが，津波は沿岸に近づくにつれて大きくなり，海岸に大きな被害をもたらします． 

 

3． 津波の予警報システム 

 地震の規模（M）がおよそ 6.5 より大きく，深さ 100 km より浅い地震が海底下で発生すると，津波の恐れが

あります．気象庁では，迅速に津波警報を出すため，全国の地震観測データを監視・解析し，震源や規模

の決定を行なっています．地震波も津波も，同じ震源から生じるのですが，津波の速さは地震波より遅いた

め，地震計の記録から震源や規模を推定し，津波の到達前に津波警報を出すことができるのです．現在

では地震発生後 2～5 分で津波警報が出せるようになりました．また津波シミュレーション技術を用いて，沿

岸各地への到達時刻や高さも予測されます．さらに，潮位計などによって津波が監視され，津波の恐れが

なくなれば，津波警報は解除されます． 

 津波警報が出されても，それを聞いた沿岸の住民が，自分のいるところは安全なのか，危険な場合はど

こへ逃げればよいのかを知らなければ，防災には繋がりません．政府の中央防災会議では，南海トラフで

発生する地震などについて地震のゆれや津波浸水域を計算し，被害想定を行っています．さらに，都道府

県や市町村レベルで，過去の津波の履歴や将来の予測がハザードマップとしてまとめられつつあります． 

 
4． 世界の超巨大地震と津波 

 M9 クラスの地震は，20 世紀に 4 回，いずれも環太平洋の沈み込み帯で発生しました．これらの地震は

みな，スマトラ島沖地震のように数百年かかって蓄積したひずみが解放されたものです．地震や津波の器

械記録は過去 100 年程度しか残っていませんので，巨大地震や津波の繰り返しを調べるには，もっと長い

期間を調べる方法が必要となります． 

 スマトラ島周辺では，米国とインドネシアのグループによって，サンゴ礁を使って過去の海面の高さが調

べられてきました．その結果， 19世紀の大地震によって海岸が隆起したこと，大地震が約230年程度の繰

り返し間隔で発生していることが明らかになっていました． 
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 南米のチリでは，1960 年に M9.5 の巨大地震が発生し，その津波は日本へ到達，犠牲者 142 名という被

害が出ました．歴史記録によると，過去には 1575 年，1737 年，1837 年と，およそ 100 年間隔で大地震が発

生しています．ところが，最近の地質学的調査によると，1960 年の前には 1575 年の津波の痕跡が，また過

去 2000 年間に 8 回の津波痕跡が残されていることがわかりました．すなわち，歴史記録に残されている大

地震はすべて同じ規模ではなく，地層に痕跡を残すような M9 クラスの巨大地震はおよそ 300 年毎に発生

しているのです． 

 北米大陸の西海岸では巨大地震の記録はありませんでした．ところが，地質学的な調査の結果，過去の

地震による沈降や津波の痕跡が海岸付近の地層から発見され，約 300 年前に大地震が発生したことがわ

かりました．この地震が M9 クラスであれば，その津波は日本まで到達した可能性があります．実際，元禄

十二年十二月に，波源不明の津波が日本各地に被害を出していました．この記録から，北米の巨大地震

は 1700 年 1 月 26 日の午後 9 時頃に発生し，断層の長さは 1100 km，地震の規模は M9 クラスと，2004 年

スマトラ島沖地震と同程度であったことがわかりました． 

 

5． 日本でも発生した巨大地震 

 北海道の太平洋岸での地質学的な調査から，17 世紀に巨大な津波が発生したこと，同様な巨大津波が

500年程度の間隔で繰り返していることがわかってきました．津波堆積物の分布と，コンピューター・シミュレ

ーションによって計算した津波浸水域との比較から，17 世紀の地震は，十勝沖と根室沖とで同時に発生し，

M 8.5以上だったことがわかりました．十勝沖や根室沖では，M8クラスのプレート間地震が100年以下の間

隔で繰り返していますが，500 年に一度程度は，これらが連動し，M9 クラスの巨大地震が発生するので

す． 

 この研究成果を防災に生かすため，産総研では｢北海道太平洋岸の津波浸水履歴図｣（CD）を出版しま

した．また，政府の中央防災会議では，津波の被害想定を行ない，｢日本海溝・千島海溝周辺海溝型地震

に係る地震防災対策の推進に関する特別措置法｣（2005 年 9 月施行）に基づいて防災対策を始めました．  

 

6． 南海地震と津波 

 南海トラフ沿いでは，M8クラスの巨大地震が繰り返し発生してきました．静岡県から紀伊半島に

かけて発生するのが東海地震で，紀伊半島から四国沖にかけて発生するのが南海地震です．『日本書

紀』には 684 年の南海地震の際に，地震動による被害が広域で発生，土佐国で浸水，伊予温泉が停

止したことが記されています．江戸時代以降では，1605年(慶長)，1707年（宝永），1854年(安政)，

1944・1946年(昭和)に大地震が発生しました．これらの地震は90～150年程度の間隔で繰り返して

いますが，その規模や範囲は毎回同じではありません．慶長地震は地震動に比較して津波が大きい

｢津波地震｣でした．宝永地震は，東海・南海地震が同時に発生し，その規模もM 8.6と最大， 2ヵ

月後には富士山も噴火しました．安政元年には東海地震がまず発生，翌日に南海地震が発生しまし

た．昭和19年には東南海地震が発生しましたが，その震源域は駿河湾まで及ばず（その割れ残りと

して東海地震が想定されています），2年後に発生した南海地震もそれまでのものと比べてやや規模

が小さかったようです．次回の南海地震やそれに伴う津波は，昭和の南海地震と同じでなく，より

大きくなる可能性もあります． 

 

- 20 -



1. 2004 12

2.
3.
4.
5.
6.

160,000

35,000

16,000

8,300

300

2004 12

100

71

80

1. 2004 12

2.
3.
4.
5.
6.

- 21 -



800km 250km 100km 36 km

1. 2004 12

2.
3.
4.
5.
6.

- 22 -



2004 12 26
0 59 8 59

1 14 9 14 1
LOCATION    - OFF W COAST OF NORTHERN SUMATERA
MAGNITUDE   - 8.0

2: 08 GMT 10 08 2
LOCATION - OFF W COAST OF NORTHERN SUMATERA
MAGNITUDE - 8.5
EVALUATION

REVISED MAGNITUDE 
THERE IS THE POSSIBILITY OF A TSUNAMI NEAR THE 
EPICENTER.

2 3

23

- 23 -



1. 2004 12

2.
3.
4.
5.
6.

http://www.gps.caltech.edu/~sieh/home.html http://www.gps.caltech.edu/~danny/research/subduction.htm

Danny H. Natawidjaja
Catech

http://www.gps.caltech.edu/~sieh/home.html

2004 12
Sieh

1797 1833 1861

230

.

1833  Mw  9.0
slip 10 m  
uplift 2m

1952 M 9.0

1957 M 9.1

1964 M 9.2

1960 M 9.5

2004 M 9.1

- 24 -



20
M 9.5 
2004

15
61

23
142

© Cisternas et al. (2005 Nature)

1960 (M 9.5)
1837 (M 8+)
1737 (M 7½ –8)
1575 (M 8½)

130

1960 1575

300

~AD1100

~AD1300

AD1575

AD1960

1850

m

- 25 -



1100

1. 2004 12

2.
3.
4.
5.
6.

1960 1960

- 26 -



2003 10

2004 9

1. 2004 12

2.
3.
4.
5.
6.

1707

M 8.6

1854

M 8.4

1946

M 8.0

- 27 -



684 11 26

(2003)

• 2004 M9

•

•

•

- 28 -



 

 

 

 

南海地震の津波とその被害予測 
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